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1．はじめに 

伊豆沼は宮城県登米市，栗原市の平野部にまたが

る県内最大の自然湖沼で，面積は 360ha，湖容積は

279 万㎥である．1)国内最大級のハス群落で知られて

おり，夏には水面をハスの葉が覆う．また，冬は多く

のマガンやオオハクチョウが越冬し，日本国内で 2

番目にラムサール条約に登録された沼としても知ら

れている． 

伊豆沼では近年水質悪化が問題となっており，日

本国内の湖沼で水質ワースト１となっている．特に

2015 年以降の COD 年間平均値は上昇傾向にある．

伊豆沼に流れ込む河川水は農業用水環境基準値前後

でとどまっており，伊豆沼の水質悪化の原因は伊豆

沼内での事象が主な要因と考えられる． 

伊豆沼では底質に蓄積した有機物を分解するため

にエコトーンを造成し，沼の水位を下げることで，水

質改善を狙う計画が立てられている．池の水位を下

げ、底質を空気にさらすことで底層の貧酸素状態を

解決し，底質の有機物分解を促進させる方法は池干

しとして知られ，溜池管理の方法の一つである． 

池干しを行うことで COD の溶出量が抑えられる

ことは既往の研究で知られているが 2)，底質の炭素

量変化や TN や TP の溶出量変化など不明な点も多

い． 

本実験ではいくつかの指標を用いて池干しのメリ

ット，デメリットを詳細に調査した． 

 

2．実験方法 

実際に伊豆沼で池干しの状態を再現し，サンプル

を回収後，溶出実験を行った．伊豆沼内の底質が砂地

の地点，泥地の地点それぞれに干出試験区を設け，砂

地干出地点，砂地冠水地点，泥地干出地点，泥地冠水

地点の 4 地点（図 1）で 2021 年 10 月 28 日と 12 月

2 日の 2 回に分けて 5 つずつサンプルを採取した．

なお，干出試験区は 8 月の干出開始時に底質を盛り

上げて干出させており，冠水試験区と同じ地点の底

質を用いたものである．サンプルは柱状採泥で不攪

乱試料を採取した． 

 溶出試験は室内水温 20 度で行い，底質の直上に

同日採取した沼の水を注入し，実験前後の水質変化

を調べた（図 2）．不撹乱試料は暗所で 7 日間静置

し，静置中は表層部を曝気した． 

 測定項目（溶出量）は TOC，COD，TN，TP

（ともに溶存態）である 

採取 1 回目，2 回目ともに沼水のみを一週間静置

し水質変化を調べる比較系を 1 つ用意し，比較系か

らの水質変化量を差し引き底質からの溶出量とし

た．例えば COD の場合 

 

並行して干出系と冠水系の底質を乾燥させ底質の

土壌中炭素量および土壌中窒素量を調べた．

 

図 1 採取地点 
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図 2 実験の模式図 

 

3．実験結果及び考察 

図 4～5 に有機物の溶出量の変化を，図 6 に土壌炭

素量の変化を示す．砂地では池干しにより COD 溶

出量は 32％，TOC 溶出量は 49％に削減できた．泥

地では COD 溶出量は 46％，TOC 溶出量は 7％に削

減できた．池干しは COD，TOC の溶出量削減に有

効であることが確認できた．また，土壌中炭素量は砂

地では 68％、泥地では 60.4％に削減できた．池干し

により有機物の分解が促進され，土壌中の炭素量も

削減できることが分かった． 

図 7 に TN 溶出量の変化を，図 8 に土壌中窒素量

の変化を示す．TN 溶出量は池干しにより砂地では

21％，泥地では 28％に削減できた．土壌中窒素量

も砂地では 57％，泥地では 56％に削減できた．好

気状態により硝化が進み，土壌中の窒素も分解され

たと考えられる． 

図 9 に TP 溶出量の変化を示す．TP 溶出量は砂

地ではほぼ変化がなく，泥地ではむしろ増加するこ

とが分かった．既往の研究で底質内の含有鉄分量に

より池干し後の底質からの TP 溶出量に差異が出る

可能性が報告されており 3)，泥地でのみ TP 溶出量

が増加したことも底質内の含有鉄分量の差が影響し

ているのではないかと考えられる． 

 

 

図 4 COD 溶出量変化 図 5 TOC 溶出量変化 

 

図 6 土壌中炭素量変化 図 7 TN 溶出量変化 

 

図 8 土壌中窒素量変化 図 9 TP 溶出量変化 

 

4．おわりに 

池干しを行うことで土壌中の有機物の分解を促進

し，COD，TOC の溶出量を抑えることができること

を確認できた．また，TN 溶出量，土壌中窒素量も減

少させることができることが分かった．しかし，底質

が泥状の地点では池干しを行うことで TP の溶出量

が増加することが分かった． 

TP の濃度とクロロフィル a の濃度には相関関係

があることが知られており 4)，池干しを行うことで

クロロフィル a 濃度が上昇する可能性が示唆された． 
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